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論 文 内 容 の 要 旨
病原性のバクテリア、マイコプラズマは固形物表面にはりつき、はりついたまま滑るように動く滑 
走運動をおこなう。一般的に生体運動は、真核生物のモータータンパク質か、原核生物のべん毛モー 
ターで起こるが、マイコプラズマの滑走運動はこのどちらにもあてはまらないユニークなものである。 
この運動メカニズムを明らかにするために、本論文では“あし”の動きと、動きをささえる構造を調 
ベた。
これまでの研究から、淡水魚の病原菌で最速種のMycoplasma mobile (マイコプラズマ=モ一ビレ、 
以下モービレと略）の膜表面には多数の“あし”のような構造が存在することが知られていた。それ 
らがダイナミックに動き、モービレが前進するというモデルが考えられていたが、そめ動きを検出し 
た例はなかった。そこで、あしの数を減らし、細胞を蛍光ビーズでラベルして、1 秒間に1600枚の 
画像が撮影できる高速カメラで滑走運動を観察した。その結果、モービレは8 0 n m ごとに前進•停 
止を繰り返し、ステップ状に動いた。この距離は、5 0 n m というあしの長さから予測される歩幅と 
おおよそ一致した。
一般に、マイコプラズマには滑走運動に生じる力をささえることができる細胞壁や既知の細胞骨格 
がないことが知られている。そこで、電子顕微鏡を用いてあしの動きを内部からささえる構造を発見 
した。それは、“くらげ”状の構造をしており、既知の細胞骨格とは全く異なるタンパク質から構成 
されていた。
モービレと同様に滑走運動をおこなうヒトの肺炎原因菌M y c o p l a s m a (以下ニュ一モ 
ニエ）やニワトリの病原菌Mycoplasma gallisepticum (以下ガリセプテイカム）は、モービレとは 
系統的に離れており、モービレの滑走をになう遺伝子に似たものは見つかっていない。これらの種に 
ついて滑走の力をささえる構造を調べたところ、“くらげ”状ではなく、ニューモニエは“ロッド”、 
ガリセプテイカムは“ダンべル”状で、モービレとは異なるタンパク質で構成されていた。さらに、 
ニューモニエの“あし”であることが示唆されているP 1 アドへジンタンパク質を精製し、分子構造 
も明らかにした。
す 審 チ の 結 里 の 要 旨
病原性のバクテリア、マイコプラズマは固形物表面にはりつき、はりついたまま滑るように動く滑 
走運動をおこなう。一般的に生体運動は、真核生物のモータータンパク質か、原核生物のべん毛モー 
ターで起こるが、マイコプラズマの滑走運動はこのどちらにもあてはまらないユニークなものである。 
この運動メカニズムを明らかにするために、本論文では“あし”の動きと、動きをささえる構造を調 
ベた。
これまでの研究から、淡水魚の病原菌で最速種のMycoplasma mobile (マイコプラズマ=モービレ、 
以下モービレと略）の膜表面には多数の“あし”のような構造が存在することが知られていた。それ 
らがダイナミックに動き、モービレが前進するというモデルが考えられていたが、その動きを検出し 
た例はなかった。そこで、あしの数を減らし、細胞を蛍光ビーズでラベルして、1秒間に 1600枚の 
画像が撮影できる高速カメラで滑走運動を観察した。その結果、モービレは80 n m ごとに前進•停止 
を繰り返し、ステップ状に動いた。この距離は、5 0 n mというあしの長さから予測される歩幅とおお 
よそ一致した。
一般に、マイコプラズマには滑走運動に生じる力をささえることができる細胞壁や既知の細胞骨格が
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ないことが知られている。そこで、電子顕微鏡を用いてあしの動きを内部からささえる構造を発見し 
た。それは、“くらげ”状の構造をしており、既知の細胞骨格とは全く異なるタンパク質から構成さ 
れていた。
モービレと同様に滑走運動をおこなうヒh<D條灸原浪菌Mycophsm pneimoni'ae (以下ニューモニ 
エ）やニワトリの病原菌#yc即 ノ 似 ///光/?//cz/忍（以下ガリセプテイカム）は、モービレとは系 
統的に離れており、モービレの滑走をになう遺伝子に似たものは見つかっていない。これらの種につ 
いて滑走の力をささえる構造を調べたところ、“くらげ”状ではなく、ニューモニエは“ロッド”、ガ 
リセプテイカムは“ダンべル”状で、モービレとは異なるタンパク質で構成されていた。さらに、ニ 
ューモニエの“あし”であることが示唆されているP 1アドへジンタンパク質を精製し、分子構造も 
明らかにした。
以上のことから、本論文は博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。
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